
 

 

   

 

    

「びわほなみ」の研修会を開催！ 

 5月 30日、甲賀管内の小麦栽培に取り組む生産者を対象に、3か所で設置してい

る「びわほなみ」試作ほで現地研修会を開催し、あわせて 65名が参加されまし

た。 

 

 管内では小麦の主要品種として「農林 61号」が栽培されてきましたが、この秋

播きから新品種「びわほなみ」に全面的に転換されます。今回は、収穫前の「びわ

ほなみ」と「農林 61号」を比較しながら、「びわほなみ」の特性や栽培の注意点に

ついて説明を行いました。 

 研修会では、3か所の実証ほでの生育の経過について出芽から成熟期までの生育

画像をまとめた資料と栽培ごよみを配布し、播種時期や播種量、施肥体系、赤カビ

防除の時期について説明を行いました。 

 生産者は研修会を通して「農林 61号」と比べ、播種時期や赤カビ防除がこれま

でと異なることや、適切な管理を行うことで増収することを認識され、栽培意欲を

持たれました。 

 当課では、麦の播種前に再度研修会を開催し、関係機関と連携しながら生産者に

さらなる理解を促していきます。 
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